








〔研究目的〕 

 ATP 合成酵素はミトコンドリア膜に存在し,酸化的リン酸化において,細胞のエネルギー

源である ATP 合成を触媒する重要な酵素である。それは F0 部分と F1 部分とからなり,それ

ぞれが数個のサブユニットを有している。ATP 合成は,活性中心である F1βサブユニットに

おいて行われる。1986 年太田らは,動物細胞では初めてヒト F1βサブユニット cDNA のクロ

ーニングに成功した。今回我々は,ミトコンドリアミオパチーなどエネルギー産生系の異常

に基づく疾患の基礎データを得る目的で,この cDNA をプローブとした Southem 

hybridization により Flβサブユニット遺伝子の多型(restriction fragment length 

polymorphism,RFLP)を検策したので,家系分析の結果と合わせて報告する。 


